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「ウッタランチャル」 
夏は猛暑。冬は厳寒。雨期には滝のように雨が降

り、乾季には怒涛のように風が吹く。切り立つ山肌、

谷底に流れるガンガ（ガンジス河）。ヒマラヤの麓、

インド・ウッタランチャルでのTPAK 衛生教育キャ

ンペーン・プロジェクトが2年目を迎えた。 

やせた土地を耕し、急な斜面をよじ登って家畜の

飼料や焚き木を探す人々の暮らしは、極貧である。

国連の定める貧困線である一日1ドルの1/3以下の

厳しい暮らしだ。 

 プロジェクトマネージャー・バックレイ、調整員

佐藤（恵）と北代、の長期に亘る滞在、そして現地

カウンターパートのMAMTAの努力と協力の結果が

実り、たくさんの成果が生まれつつある。 

全ては、子ども達の明日に少しでも明るい希望が

開けるために･･･。 

ホームページをご覧ください  http://www.tpak.org 

SEP/OCT  

2006 
 

Chikyushimin ACT 

上:急な斜面を切り開き段々畑に開墾している。 

下：チャーリー村。北代調整は人気者だ。 
衛生教育キャンペーンに集まったシャンティ村の女性と子ども達。 

中央に PM バックレイ、右：JICA 竹内課長、左：奥村看護士（JICA 視察） 


